
　
令
和
3
年
市
議
会
第
3
回
定
例
会
を
、
9
月

1
日
か
ら
29
日
ま
で
の
29
日
間
、
開
催
し
ま
し

た
。　

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
7
件
、
一
般

議
案
8
件
、補
正
予
算
10
件
、決
算
認
定
10
件
、

人
事
案
件
3
件
、
報
告
3
件
、
議
員
提
案
2
件

の
、
合
わ
せ
て
43
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
審
議
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
9
月
1
日
の
本
会
議
1
日
目
は
、
会
期
を
29

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
諮
問
3

件
に
つ
い
て
同
意
・
可
と
し
ま
し
た
。

▼
10
日
の
本
会
議
2
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
及
び
関
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
8
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
関
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
関
市

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
2
年
度

関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
26

件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

4
人
が
当
局
の
姿
勢
や
方
針
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
3
日
目
は
、
5
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
4
日
目
は
、
3
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
～
24
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
29
日
の
本
会
議
5
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
追
加
上
程
さ
れ
た
令
和
3
年
度
関
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）、
議
員
提
案

2
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
・
一
般
質
問

　
交
通
事
故
多
発
場
所
の
安
全
対
策

質
問　
交
通
事
故
多
発
場
所
に
つ
い
て
市
民
へ

の
周
知
は

　

答
弁　
市
内
の
主
な
交
通
事
故
の
原
因
は
、

出
会
い
頭
事
故
や
追
突
事
故
で
あ
り
、
事
故
が

発
生
す
る
時
間
帯
は
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
が

多
い
状
況
で
す
。

　
交
通
事
故
の
多
発
場
所
を
市
民
へ
知
ら
せ
る

た
め
に
、
事
故
多
発
場
所
と
認
識
で
き
る
注
意

喚
起
看
板
の
設
置
、
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
事

故
の
多
発
場
所
で
は
、
路
面
標
示
や
カ
ラ
ー
舗

装
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
急
カ
ー
ブ
の
場
所
で
は
、
速
度
を
抑

制
す
る
た
め
の
路
面
標
示
や
矢
印
看
板
を
設
置

し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
関
警
察
署
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
自
治
会
の
班
回
覧
な
ど
で
危
険
箇
所

の
周
知
や
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま

す
。

　
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

質
問　
危
険
箇
所
改
善
に
向
け
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は

　

答
弁　

千
葉
県
八
街
市
に
お
け
る
痛
ま
し

い
事
故
を
受
け
、
7
月
29
日
に
関
警
察
署
、

P
T
A
な
ど
で
構
成
す
る
通
学
路
等
安
全
対

策
協
議
会
に
よ
る
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
、

18
路
線
、
総
延
長
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
画
線

を
引
き
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
点
検
や
、
国
が
示
す
通
学
路

に
お
け
る
合
同
点
検
等
実
施
要
領
を
参
考
に
し

た
と
こ
ろ
、
76
箇
所
の
危
険
箇
所
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
危
険
箇
所

を
精
査
し
、
関
警
察
署
、
県
、
P
T
A
の
代

表
な
ど
と
と
も
に
合
同
点
検
を
行
っ
た
後
、
通

学
路
等
安
全
対
策
協
議
会
に
て
具
体
的
な
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
安
全
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
関
市
通
学
路
等
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
、早
期
に
施
工
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

質
問　
地
域
住
民
へ
の
周
知
は

　
答
弁　
市
内
に
は
現
在
、
た
め
池
が
70
箇
所

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
決
壊
時
に
下
流
域
に
人
的

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
「
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
池

は
52
箇
所
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
た
め
池
が
、
豪
雨
や
大
規
模
な
地

震
の
発
生
な
ど
に
よ
り
決
壊
し
た
場
合
に
、
早

く
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
「
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、

集
会
所
や
公
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
へ

令
和
２
年
度
の
決
算
を
審
議
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の
掲
示
や
市
広
報
紙
な
ど
も
利
用
し
て
更
な
る

周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
富
岡
保
育
園

質
問　
園
舎
整
備
は

　

答
弁　

富
岡
保
育
園
の
園
舎
は
、
床
や
外

壁
な
ど
に
ク
ラ
ッ
ク
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
耐

震
補
強
工
事
後
9
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
、
安
全
性
、
緊
急
性
に
大
き
な
問
題

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
調
理
室
、
遊
戯
室
、
職
員
室
や
未

満
児
の
た
め
の
保
育
室
が
狭
く
、
機
能
向
上
の

た
め
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
園
舎

の
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
建
替
え
に
際

し
て
は
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
を
含
め
た
複
合

施
設
と
し
て
、
現
在
の
敷
地
を
有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
取
組

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
が
心
身
の
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の

対
策
は

　
答
弁　
本
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
体

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、Y
o
u
T
u
b
e(

ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ)

関
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
、「
関

市
民
健
康
体
操
」、「
は
も
み
ん
体
操
」、「
関
市

ロ
コ
ト
レ
体
操
」
な
ど
、
家
庭
で
手
軽
に
で
き

る
体
操
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
食
材
を
利
用
し
た
健
康
レ
シ
ピ

を
料
理
検
索
サ
イ
ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
に
公

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
配
信
で
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
料
理
レ
シ
ピ
や
親
子
で
で
き
る
料
理

レ
シ
ピ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
も
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
必
要
な
人
に
は
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や
家
庭
訪
問
な

ど
対
面
で
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
土
木
水
利
委
員
制
度

質
問　
農
地
転
用
許
可
申
請
時
の
意
見
書
添
付

要
件
を
見
直
し
て
は

　

答
弁　

農
業
委
員
会
に
お
け
る
土
木
水
利

委
員
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
一
般
基

準
の
一
つ
で
あ
る
転
用
行
為
に
よ
る
周
辺
農
地

の
営
農
条
件
や
、
周
辺
の
土
地
利
用
へ
の
影
響

の
有
無
を
把
握
す
る
た
め
添
付
を
求
め
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
28
年
の
農
業
委
員
会
法
の
改

正
に
よ
り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
加

わ
り
、
農
業
委
員
と
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で

地
域
農
業
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
か
ら
県
に
農
地
転
用
許

可
申
請
書
を
進
達
す
る
際
に
は
、
現
在
、
意
見

書
の
添
付
は
必
要
で
な
い
た
め
、
今
後
、
意
見

書
の
添
付
要
件
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護

質
問　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
文
化
財
活
用
事
業

が
行
わ
れ
る
の
か

　
答
弁　
文
化
財
は
、
地
域
の
貴
重
な
歴
史
的

遺
産
で
あ
り
、
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　
本
市
に
は
、
現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
が
、

春
日
神
社
の
能
装
束
類
、
能
狂
言
面
、
長
良
川

の
鵜
飼
漁
の
技
術
、
弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
群
、
日

竜
峯
寺
の
多
宝
塔
な
ど
18
件
、
県
指
定
文
化
財

24
件
、
市
指
定
文
化
財
が
1
7
0
件
あ
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
史
跡
、
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
な

ど
を
題
材
に
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
で
き
る
よ

う
な
文
化
財
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岐
阜
県
博
物
館
と
毎
年
行
っ
て
い
る

連
携
展
示
の
中
で
、
市
内
の
文
化
財
を
紹
介
す

る
展
示
を
行
い
、
市
民
向
け
に
文
化
財
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税

質
問　
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
意

向
調
査
の
対
象
は

　

答
弁　

令
和
元
年
度
か
ら
交
付
が
始
ま
っ

た
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
森
林

所
有
者
を
対
象
と
し
た
森
林
経
営
管
理
に
関
す

る
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
地
域
森
林
計
画
内
の
人
工
林

で
、
過
去
10
年
以
上
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が

行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
が
対
象
と
な
る
た
め
、

せ
き
森
林
づ
く
り
委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
ま

ず
は
平
成
30
年
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

上
之
保
地
域
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
も
津
保
川
本
支
流
の
最
上

流
域
で
あ
り
、
地
籍
調
査
が
完
了
し
、
森
林
境

界
が
明
確
で
、
所
有
者
の
特
定
に
至
り
や
す
い

と
い
う
観
点
か
ら
鳥
屋
市
地
区
、
行
合
地
区
を

対
象
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
意
向
調
査
に
よ
り
、
森
林
の
経
営
や

管
理
を
市
に
任
せ
た
い
と
回
答
さ
れ
た
森
林
に

つ
い
て
は
、ま
ず
は
県
の
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林・

環
境
税
に
よ
る
環
境
保
全
林
整
備
事
業
を
優
先

的
に
活
用
し
、
採
択
条
件
に
適
合
し
な
い
森
林

に
つ
い
て
は
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、

市
に
よ
る
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

質
問　
計
画
に
基
づ
く
主
な
事
業
は

　
答
弁　
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
は
、
国
土
強

靱
化
基
本
法
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
、

減
災
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災
害
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
83
の
関
連
施
策
を

掲
げ
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
は
、
浸
水
対
策
の
た
め
の
津
保

川
掘
削
工
事
や
気
象
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
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修
、
洪
水
お
よ
び
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
補
修
、
ア
ピ
セ
・
関
の
特
定
天
井
の
改
修

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
計
画
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
盛
り
土
に
よ
る
土
石
流
災
害

質
問　
危
険
箇
所
の
公
表
は

　

答
弁　
大
規
模
盛
土
造
成
地
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
ご
と
の
マ
ッ
プ
が
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
1
7
3
箇
所
の
造
成
地
が
公
表
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
危
険
度
が
高
い
と
判
定

さ
れ
た
箇
所
は
10
箇
所
あ
り
ま
す
。

　
危
険
度
の
判
定
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
盛
り
土
の
造
成
年
代
や
構
造
物
の
形

状
、
変
状
の
有
無
な
ど
の
現
地
踏
査
結
果
か
ら

機
械
的
に
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
危
険
箇
所
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市

が
行
う
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
盛
り
土
の
安
定
解

析
に
よ
り
、
崩
落
の
危
険
性
が
判
定
さ
れ
た
段

階
で
、
県
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
決
算

質
問　
総
括
は

　

答
弁　

令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
５
５
７
億
8
1
7
0
万
８
３
７
９

円
、
歳
出
5
0
8
億
２
３
５
７
万
６
６
２
６

円
、
繰
越
明
許
費
に
よ
る
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

44
億
８
９
３
５
万
４
７
５
６
円
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
最
優
先
課

題
と
し
て
多
く
の
経
費
を
投
じ
た
こ
と
に
よ

り
、
過
去
最
大
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
ふ
る
さ
と
納
税
は
約
48
億
9
2
0
0

万
円
で
、前
年
度
か
ら
1
3
5.
7
%
増
加
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

巣
ご
も
り
需
要
の
影
響
も
あ
り
、
受
入
額
が
東

海
3
県
で
1
位
、
全
国
で
も
14
位
と
な
り
、
大

変
好
調
で
し
た
。

　
財
政
指
標
か
ら
は
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
税
な
ど
の
減
収
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
効
果
的
・
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
も

引
き
続
き
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
を
継
続
・

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

質
問　
学
校
に
お
け
る
自
主
休
学
へ
の
対
応
は

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
学
校
に
登
校
し
な
い

児
童
生
徒
は
出
席
停
止
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
自
主
休
学
を
し
た
児
童
生

徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
所
属

す
る
学
級
の
授
業
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通

じ
て
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
な
お
、
回

線
の
接
続
状
況
が
不
安
定
な
場
合
な
ど
は
、
学

習
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
こ
と
で
学
習
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
や
接
種
後
に
発
熱

な
ど
の
風
邪
症
状
が
出
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ

い
て
も
出
席
停
止
扱
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
負
担
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
自
主
休
学
し
た
児
童
生
徒
の

学
び
を
保
障
し
て
い
き
ま
す
。

 

関
市
議
会
Q
&
A

Ｑ
．
本
会
議
の
会
議
録
は
ど
こ
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
？ 

　
　
　

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会
の
内
容

は
、
会
議
録
に
記
載
し
、
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
市
立
図
書
館
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
、こ
ち
ら
で
は
、日
時
、人
名
、キ
ー
ワ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
検
索
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
関
市
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
傍
聴

自
粛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
を
利
用
し
て
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
本
会
議
開
催
時
の
み
配
信

し
て
い
ま
す
。
会
議
の
日
程
は
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
議
会
の
日
程
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
会
の
代
表
・
一
般
質
問
は
、
録

画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　
議
会
事
務
局 （
☎
23
–9
0
6
8
）

A
．

市議会ホームページ→議会中継
YouTube「岐阜県関市議会公式チャンネル」
のバナーをクリックするとご覧いただけます。
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 審議の結果

賛否が分かれた議案

議案番号 議案名
議
決
結
果

議
長 市政クラブ 清流クラブ 若草クラブ 市議会

公明党 新和会
日本
共産党
関市
議員団

無
会
派

市
川
　
隆
也

池
村
真
一
郎

渡
辺
　
英
人

波
多
野
源
司

鷲
見
　
　
勇

村
山
　
景
一

三
輪
　
正
善

長
尾
　
一
郎

田
中
　
　
巧

後
藤
　
信
一

長
屋
　
和
伸

栗
山
　
　
守

土
屋
　
雅
義

松
田
　
文
男

足
立
　
将
裕

幅
　
　
永
典

林
　
　
裕
之

武
藤
　
記
子

浅
野
　
典
之

小
森
　
敬
直

猿
渡
　
直
樹

石
原
　
教
雅

議案第65号 令和 3 年度関市介護保険事
業特別会計補正予算（第 2 号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第68号 令和 3 年度関市一般会計補
正予算（第 7 号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

認定第1号 令和 2 年度関市一般会計歳
入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第2号
令和 2 年度関市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第10号 令和 2 年度関市下水道事業
会計決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

市議第6号
沖縄戦没者の遺骨等を含む
土砂を埋立てに使用しない
よう求める意見書

可決 × ○ × ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○=賛成、　×=反対　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。　

議案名 審議結果

条例関係

関市個人情報保護条例及び関市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 可決

関市職員の服務の宣誓に関する条例及び関市固定資産評価審査委員会条例の一部改正 可決

関市特別会計条例の一部改正等 可決

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に係る関市固定資産税の特例に関する条例の制定 可決

関市営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正 可決

関市土地改良事業分担金徴収条例の一部改正 可決

関市古民家にぎわい施設条例の制定 可決

一般議案

関市過疎地域持続的発展計画の策定 可決

財産の取得（電子黒板） 可決

財産の取得（事務用パソコン） 可決

財産の取得（ネットワーク機器） 可決

財産の取得（CNC旋盤実習装置） 可決

財産の減額譲渡（関市食肉センター用地） 可決

市道路線の廃止 可決

市道路線の認定 可決

補正予算

専決処分の承認【令和3年度関市一般会計補正予算（第5号）】 承認

令和3年度関市一般会計補正予算（第6号）（第7号） 可決

令和3年度関市特別会計補正予算　<6件>
【国民健康保険（第 2 号）/ 財産区（第 2 号）/ 食肉センター事業（第 1 号）/ 公設地方卸売市場事業（第 1 号）
/ 介護保険事業（第 2 号）/ 後期高齢者医療（第 1 号）】

可決

令和3年度関市事業会計補正予算　<1件>　【下水道事業（第1号）】 可決

決算認定

令和2年度関市一般会計歳入歳出決算の認定 認定

令和 2 年度関市特別会計歳入歳出決算の認定　<7 件 >
【国民健康保険 / 財産区 / 中小企業従業員退職金共済事業 / 食肉センター事業 / 公設地方卸売市場事業 / 介護保
険事業 / 後期高齢者医療】

認定

令和 2 年度関市事業会計決算の認定 <2 件 >【水道 / 下水道】 認定

人事案件

関市公平委員会の委員の選任（再任 1 名） 同意

関市固定資産評価審査委員会の委員の選任（再任 1 名） 同意

人権擁護委員の推薦（新任 1 名） 可

報告

令和 2 年度決算に基づく関市健全化判断比率の報告 報告

令和2年度決算に基づく関市資金不足比率の報告 報告

令和2年度決算に基づく関市財政運営判断指標の報告 報告

議員提案
出産育児一時金の増額を求める意見書 可決

沖縄戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書 可決
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